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2月29日、ご来賓の方々、保護者の皆様のご臨席を賜
り第51回卒業証書授与式が行われました。３年間の高校
生活で成長を遂げ、しっかりとした足取りで、51回生
187名が北高を巣立って行きました。
在校生送辞・卒業生答辞では、コロナ禍においても出

来ることに全力で取り組むたくましい姿が語られました。
学校長式辞では、これからの予測できない社会環境に対
応していくための「『失敗は許されない』という完全主
義からの脱却」について、また「挑戦する『勇気』を持
て」という熱いエールを含んだ言葉が贈られました。
（学校長式辞全文は北高ホームページに掲載していま
す）
式場を後にする187名の未来に、希望と幸福が満ちて

いることを願います。

卒業記念品「屋外設備時計」

証書授与

答辞在校生送辞

2 3月6日(水)

本校では毎年２年生を対象に、現在大学や専門学校で活
躍している卒業生を招いて講話や対話をする会を催してい
ます。今年度は20名の卒業生に集まってもらい、各ブース
に分かれて交流を持つことができました。生徒たちは、多
様な学校、多様な学部・学科に進まれた先輩方の所属の中
から、自分の将来を見据えて３つの分科会を選んで参加し
ました。大学生活の様子だけでなく、それぞれの進路に進
むために必要なことを、リアルな生の声で聞けたことは本
当にありがたく、生徒たちの大きな励みになったことと思

います。
分科会の後には、かつて所属し

ていた部活動にも立ち寄られ、在
校生と交流する姿が見られました。



3月1日(金)

３月１日、近畿大学入試センター参事 屋木清
孝先生をお招きし、１年生を対象とした進路講演
会を実施しました。
講演会では「将来の夢から逆算して行きたい大

学を決め、現在の行動に繋げる」こと、「なりた
い自分、なりたい自分になった後何がしたいかま
でイメージして目指す」ことなど、最新の資料を
用いながら、現在の北高１年生にとって必要なこ
とを的確に教えてくださいました。この講義を受
けて目標が定まった生徒もいることと思います。
我々も引き込まれてしまう巧みな話術で、あらゆ
る生徒のやる気スイッチを押していただきました。
午後からは引き続き屋木先生を講師に「大学入

試の現状と受験生を持つ保護者の心構え〜親のこ
ころ、子のこころ〜」と題したPTA主催の講演会
を開催しました。今回は100名を超える保護者の
皆さまにお越しいただきました。

３月６日、１年特色生がこれまで取り組ん
できた教育プログラム『インターン』の全国
発表会が開催されました。３分にまとめ上げ
たプレゼンテーションを特色生３チームが発
表しました。担当コーディネーターの司会の
もと、今までの発表により磨きをかけたプレ
ゼンを見せてくれました。今回は他校との交
流は無く本校のみの発表でしたが、インター
ン先企業２社の社員の方にビデオ会議を通し
て講評をいただくことができました。また、
企業の方と「仕事に対する想い」や「働くこ
との現実」について対話も行い、企業目線や
顧客目線に立つという、学校ではなかなかで
きない経験をすることができました。今後の
人生に大いに活かしてほしいと思います。
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１年生対象の講演会
の様子

ZOOMを使ってやりとりしました

講評の様子

大会結果

種目 順位 クラス

１
年
生

男子
ドッジボール

男子１位 4 組

男子２位 1 組

女子
ドッジボール

女子１位 2 組

女子２位 1 組

２
年
生

男子
サッカー

男子１位 4 組

男子２位 1 組

女子
バスケットボー

ル

女子１位 5 組

女子２位 1 組

3月6日(水)

3月15日(金) 3月18日(月)
今年度ラストの学年行事である球技大会を行いました。

両日とも好天に恵まれ、グラウンドと体育館で白熱した
試合が繰り広げられました。生徒中心に運営され、仲間
の応援でもさらに盛り上がり、クラスの絆が一層深まり
ました。大会の結果は右に載せています。


